







































































一」とあり、 「声」→「念」 ・ 「念」→「声」は別個のものではなく、 「声」→「念」
→「声」という過程が示されているのである。
また、良忠は、 「念」を心意とし、その心意とは具体的にどのようなことを指すか


























り、良忠が明遍と良遍を抱き合わせで引用する理由がどちらも南都を代表した学匠であり、旧仏教に対する説得力を持つため あるということを考える 、 「十七条⑪」に説かれる内容が南都における問題であり、南都浄土教者に関係 深いものであるということが分かる。この他 、 第一条法語との関連や他の条 の関係 考察した結果、「十七条御法語」全体が南都浄土教者、特にそれを代表する明遍や良遍やその周辺と大変深い関わりをもつものである可能性があるということを明か できた。
ただし、 南都浄土教との関わりという視点でみたものは以上 数条のみであるため、
今後はこの視点をもとに、さらに他の条との関連も考察していきたい。註
（1）『昭和新修法然上人全集』四六九（2）『浄土宗全書』 （以下『浄全』 ）二・六一二下、 『浄全』七・二四三下、 『浄全』七・三六七下、 『浄全』七・二四三上、 『浄全』一〇・三五上、 『浄全』一〇・二二八上、 『浄全』一五・二七五下他、多数の著作において示されている。（3）先ほどの『伝通記』における良遍 詞の引用や、 『浄全』一〇・七一四下などに示されている。（4）『昭和新修法然上人全集』 六九二―六九三。他に 『法然聖人絵』 ・ 法然上人伝絵詞』 ・『拾遺古徳伝絵』 ・ 『法然上人伝記』 ・ 『四十八巻伝』の各伝記や、 『一言芳談』 、 『伝通記』 、 『決答授手印疑問抄』などに法然と明遍と 散心問答に関する記事が説か
れている。（5）『浄土宗聖典』五・一三六など（6）坂上雅翁氏「南都浄土教における至心について」 、同氏「良遍『導意抄』について――念仏と別時意説をめぐって――」など参照。
（大学院仏教学研究科博士後期課程仏教学専攻）
